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＜参 考＞ 新聞記事 

東京五輪おもてなしの参考に 知事が英国大使と「浜離宮」など視察 

2015 年 01 月 29 日 東京新聞（東京） 
  
2020 年東京五輪・パラリンピックに向け、東京を訪れる外国客のおもてなしの参考

にするため、舛添要一知事は 28 日、ティモシー・ヒッチンズ駐日英国大使とともに、

羽田空港船着場（大田区）から浜離宮恩賜庭園（中央区）まで小型クルーザーで移動

し、海上ルートと庭園内を視察した。 

船内では、選手村やボートとカヌー・スプリントの「海の森水上競技場」の建設予

定地など、20 年大会の準備状況について担当者から英語で説明を受けた。浜離宮で

は、都が 20 年までに復元を目指す迎賓施設「延遼館」の跡地などを見た。 

都は臨海部での舟運の活性化に向け、15 年度予算案に新たな舟運ルートの検討、調

査などの事業費 10 億円を盛り込んでいる。 

舛添知事は「いろいろ試してみたい。ウォーターフロントを活用するため、船の使

い道をもっと考えたい」と説明。ヒッチンズ大使は「東京がウォーターフロントに面

した大都市だとはあまり知られていない。こういう計画は非常にすばらしい」と語っ

た。 

 

海外からの要人 船でおもてなし 知事、英大使を案内 

2015 年 01 月 29 日 朝日新聞（東京） 
  
 海外からの要人をもてなす際に海から見える東京をいかそうと、舛添要一知事は 28

日、船を羽田空港の船着き場から浜離宮庭園まで実験的に運航させ、ティム・ヒッチ

ンズ駐日英国大使を案内した。約 80 分の周遊では、船内で茶器で抹茶ラテが振る舞わ

れた。東京湾でとれた魚や東京特産の野菜を使った料理も出された。都の担当職員が

2020 年の五輪でカヌーとボートの会場となる中央防波堤などを説明した。 

 ヒッチンズ大使は「羽田から船で東京に入って、超高層ビルがそびえる街を見るの

は印象的だった」。舛添知事は五輪に向け、臨海部の船の交通を活発にするため、ル

ートの調査費など約 3千万円を 15 年度予算案に盛り込んだ。 

 

 
 



水上バス、県が検討へ…研究会設置し需要調査 
2015 年 03 月 16 日 読売新聞千葉県版 

 県は新年度、東京湾に面した立地を生かすため、水上バスをはじめとする新たな海上交通

の検討に乗り出す。関係自治体や業者などによる研究会を設置するほか、新航路の需要調

査も行う。２０２０年の東京五輪・パラリンピックを見据え、県内の湾岸地域と羽田空港、お台

場などの観光地を結ぶ水上バスの実現など、新たな観光資源の発掘を探りたい考えだ。（服

部有希子） 
 現在、県内外を結ぶ定期旅客航路は金谷港（富津市）―久里浜港（神奈川県横須賀市）の

「東京湾フェリー」があるが、東京都との間を行き来する航路や、市川市から袖ケ浦市までの６

市にまたがる千葉港を使った航路はない。 
 都内では、お台場や浅草など観光地を巡る水上バスが観光客の人気を集めており、本県に

隣接する葛西臨海公園（東京都江戸川区）まで航路が延びている。都は、東京五輪に向け、

羽田空港と都心を結ぶ新たな航路など水上交通の充実を図っていく方針だ。 
 こうした動きに刺激され、県も「水上バスで東京や神奈川とつながれば新たな観光ルートに

なる可能性がある」（観光企画課）として、研究会を発足させることにした。旅客船運航業者や

旅行業者などにも参加してもらい、都内の水上バスの運航状況などを精査して航路を県内ま

で延ばすための方策を検討する。関係者からは東京ディズニーリゾート（浦安市）と都内を結

ぶ航路の新設を求める声も出ているという。 
 県はまた、１５年度末に旅客船用桟橋が完成予定で、旅客船ターミナルやレストランなどが

入った複合施設が整備される千葉港中央地区の港（千葉市中央区）活用も、研究会で検討す

る考え。 
 千葉市は、１０年度から工場の夜景を楽しめるクルーズなど同港発着のモニターツアーを実

施。１３年度には同港と羽田空港を結ぶ定期航路に向けた調査も行った。市まちづくり推進課

は「新航路が実現すれば新たな千葉の玄関口になる」と期待しており、港周辺の開発も含めて

県と協議に入っている。 
 課題となるのは採算性だ。水上バスを誘致する場合、船着き場を新設する必要がある。桟

橋を整備中の港近くにはＪＲ千葉みなと駅があり都内への交通ではＪＲ京葉線と競合する。千

葉市の調査でも「鉄道やバスと差別化する必要がある」との指摘があった。 
 県観光企画課は「千葉港を活用できれば、東京湾全体に新たな観光の流れが生まれる。課

題はあるが、東京湾の風景を楽しむなど、観光としての需要が開拓できれば」としている。 
（2015 年 03 月 16 日 読売新聞） 

 



面的な不定期航路事業の手続きの弾力化による舟運活性化

○不定期航路事業の届出
（事業開始の30日前）

・航路を事前に特定し届出
（届出時に特定した航路のみ
航行。航路変更のために
は、その都度届出が必
要。）

現行の手続き

・桜のシーズンに見所の堤防近傍に寄港
・団体利用客の要望に応じて航行 等

活用例

弾力化

☆区域を特定して不定期
航路事業の届出を行う
ことで、旅客ニーズに
応じ、臨機応変に運航
することが可能となる

○面的な不定期航路事業の届出
（事業開始の30日前）

・区域を事前に特定し届出
（区域内においては複数地
点の寄港や柔軟な航路の
組み合わせが可能）

今後の手続き









○ 「観光立国実現に向けたアクション・プログラム」（平成25年６月観光立国推進閣僚会議決定）に基づき、美術館・博物館、自然公園、観光地、道路、

「観光立国実現に向けた多言語対応の改善・強化のためのガイドライン」概要

公共交通機関等において、外国人目線に立った共通するガイドラインの策定により、多言語対応の改善・強化を図るとともに、取組の評価を行う。

＜ヒアリング対象者＞＜ヒアリング対象者＞＜構成メンバー＞＜構成メンバー＞
■■ 関係事業者、施設管理者関係事業者、施設管理者

・美術館・博物館関係者・美術館・博物館関係者
・観光地関係者（観光協会）・観光地関係者（観光協会）
・鉄道・自動車・海事・港湾・航空関係者・鉄道・自動車・海事・港湾・航空関係者

■■ 留学生留学生

構成構成
■■ 学識経験者学識経験者、、外国人外国人、、自治体

■ 関係省庁（内閣官房、文科省、環境省、国交省）
■ 日本政府観光局（JNTO）

座長：山内 弘隆 一橋大学大学院商学研究科教授

＜第３回検討会（12/2開催）の様子＞
・平成・平成2525年年1010月に第１回検討会を開催。月に第１回検討会を開催。
・道路案内標識における取組を共有しつつ、関係者との間で議論を整理。平成・道路案内標識における取組を共有しつつ、関係者との間で議論を整理。平成2626年１月に第５回検討会を開催し、とりまとめた。年１月に第５回検討会を開催し、とりまとめた。
・これを基に、観光庁として検討の上、平成・これを基に、観光庁として検討の上、平成2626年３月にガイドラインとして策定した。年３月にガイドラインとして策定した。

１．多言語対応言語の考え方

■使用言語は、英語を基本とする。

■「①禁止・注意」「②名称・案内・誘導・位置」を示すものについては、英語の併記を行うことを基本として、
「③展示物等の文章解説」については、視認性や美観に問題がない限り、英語の表記を行うことが望ましい。

※なお、施設特性や地域特性の観点から、英語以外の表記の必要性が高い施設については、
中国語又は韓国語その他の必要とされる言語（例えば、タイ語、ロシア語等）を表記することが望ましい。

※ただし、専ら地域住民の用に供されている施設等については、日本語表記のみとする。

※ＬＥＤ表示や行き先表示のためのフラップ式案内表示等、限られたスペースでスクロール・切替等により、
外国語を併記した情報提供を行う場合や、音声案内を行う場合は、伝えるべき情報量、外国人の利用実態等を考慮し、
適切な内容・頻度・言語でこれを実施することが望ましい ＜ピクトグラム例＞
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適切な内容 頻度 言語でこれを実施することが望ましい。

■視覚的な図による表現で内容の伝達を直感的に行うことができるピクトグラムの活用も有効。

■パンフレット、モバイル媒体、係員による口頭案内、音声案内等と相互補完することも効果的。 禁煙 立入禁止



「観光立国実現に向けた多言語対応の改善・強化のためのガイドライン」概要

２．多言語での表記方法 ３．具体的な対訳語

○多言語対応言語の代表例として、英語・中国語・韓国語の３言語で、
４００以上の用語・文例について対訳語を記載。

＜例：英語の表記方法＞

■ 固有名詞（ローマ字）＋普通名詞（英語）で表記

（イメージは別紙）

日本語 英語 中国語（簡体字） 韓国語

立入禁止 No Entry 禁止入内 출입금지

＜対訳語一覧のイメージ＞

■ 固有名詞（ マ字）＋普通名詞（英語）で表記

■ 「固有名詞（ローマ字）＋普通名詞（ローマ字）」
＋普通名詞（英語）で表記

（例） 成田空港 Narita Airport
日比谷公園 Hibiya Park

撮影禁止 No Photos 禁止拍摄 촬영금지

非常口 Emergency Exit 安全门 비상구

落ち着いて、非常放
送や施設関係者の指

Keep calm. Listen for 
more information and 

请保持冷静，听从
紧急广播或工作人

당황하지마시고
비상방송과담당
관의지시에 따라

＋普通名詞（英語）で表記

※固有名詞だけ切り離しても意味をなさなかったり、普通名詞部分を含めた全体が
不可分の固有名詞として広く認識されている場合

（例） 月山 Mt. Gassan
荒川 Arakawa River 送や施設関係者 指

示に従ってください。 instructions.
紧急广播或 作人
员的指示

관의지시에 따라
주십시오

大雪のため、この電
車は運転を見合わせ
ています。

The train has stopped 
due to heavy snow. We 
will be on our way again 
as soon as possible.

因大雪本次列车正
在调整运行时间

폭설로인해 이
열차는운행을 일
단중지하고 있습
니다

■ ローマ字で表記（必要に応じ英語で意味を補記）

荒川 Arakawa River
清水寺 Kiyomizu-dera Temple

①駅名として使用されている等、日本語による発音表記が確立されて
病院へ連れて行きま
しょうか？

Shall I take you to a 
hospital?

需要送您去医院
吗？

병원에모시고 갈
까요?

通り
Avenue/Street/ 
Boulevard

路 거리/도로

寺（仏閣） Temple 寺庙 절

①駅名として使用されている等、日本語による発音表記が確立されて
おり、日本語の読み方を伝える必要がある場合

（例） 国会議事堂前（駅名） Kokkai-Gijidomae （National Diet Bldg.）

②一定の対訳があるものの、日本文化を正しく理解するために、
日本語の読み方を伝える必要がある場合

寺（仏閣） Temple 寺庙 절

城 Castle 城堡 성

温泉 Onsen 温泉 온천

棚田
Tanada
(rice terrace)

梯田 계단식논

（例） 茶碗 Chawan (Tea bowl)

※日本語の読み方が広く認識されている場合は英語の補記は不要
（例）侍 Samurai 温泉 Onsen

③翻訳先言語に対訳語がない場合
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(rice terrace)

酒蔵
Sakagura
(sake brewery)

酒窖 술도가

（例） 暖簾 Noren (Traditional shop curtain)

※日本語の読み方が広く認識されている場合は英語の補記は不要
（例） 寿司 Sushi



（別紙）

Narita Airport

（例１）成田空港 （例３）温泉

【現状】Onsen

英語表記の基本原則（ローマ字＋英訳）

Narita Airport 【現状】Onsen
Hot Spring
Spa                が混在

（例２）清水寺 温泉については Hot SpringやSpa等 他に 定の対訳語

Onsen に統一

【現状】Kiyomizu Temple
Kiyomizu-dera
Kiyomizu-dera Temple が混在

（例２）清水寺 温泉については、Hot SpringやSpa等、他に一定の対訳語

もあるが、日本固有の温泉文化を正しく表すOnsenとの表現

が、海外発行のガイドブックを含め、既に世界的に広く定

着しているため、Onsenに統一。
Kiyomizu dera Temple が混在

Kiyomizu-dera Temple に統一

「寺」を含めた「清水寺」全体が不可分の固有名詞として広く

認識されていることから、道を尋ねられた際等でも円滑なやりと

りができるよう 全体をローマ字表記した上 外国人旅行者に意
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りができるよう、全体をロ マ字表記した上、外国人旅行者に意

味等を正しく伝えるため「寺」の部分の英訳も重ねて付記するこ

とが望ましい。



「観光立国実現に向けた多言語対応の改善・強化のためのガイドライン」概要

４．解説文章への対応（外国人向けの補足）

○外国人の展示物等に対する確実な理解を深め、対象施設に対する
満足度を向上させるべく、解説の翻訳に併せて、外国人向けに補足

７．表記の統一性・連続性を確保しつつ、対応を促進

①地域における固有名詞の統 性・連続性

様々な切り口による統一性・連続性の確保

すべき解説文章や補足の考え方についても記載。

＜補足内容のイメージ＞

屋形船

補足解説を加えることによって、
外国人の理解を助ける。

①地域における固有名詞の統一性・連続性
・自治体が中心となって、多様な関係者を巻き込みながら、
各地域において共通で使用する固有名詞の対訳表を作成

②業種内の専門的な用語の統一性・連続性
・関係者において必要に応じ さらに専門的な用語の対訳表をA yakatabune is a traditional flat-bottomed 

vessel. Partying on such boats is a custom 
that dates back centuries …

屋形船
Yakatabune
(roofed pleasure boat)

川を航行する屋形船に多くの人々が乗船している様子を撮影したもの。
船頭が2人

・関係者において必要に応じ、さらに専門的な用語の対訳表を
作成

・複数の事業者が乗り入れる駅等において、お互いが利用者
目線に立って表示内容を調整

③リアルとヴァーチャルの統一性・連続性船頭が2人、・・・

Here we see a number of people enjoying a trip on a river. 
There are two boatmen, …

③リアルとヴァーチャルの統一性・連続性
・リアル（実際の標識・サイン等）とヴァーチャル（ガイドブック・

ウェブサイト等）の統一性・連続性を確保すべく、ガイドブック
を作成している海外の出版社やネットやアプリ等で情報提供
を行う事業者、地図事業者等に働きかけ

５．非常時等の対応

○災害や事故、火災等の非常時や、公共交通機関における異常運行
のほか、外国人がケガや病気になった際の初期対応の参考になる
基礎的文例を記載。

・関係者からの相談等に適切に対応
・外国人目線を活用しながら各地域の取組事例を点検し 好事例

国における対応

外国人目線を活用しながら各地域の取組事例を点検し、好事例
等結果を広く関係者に周知

６．対応時期

○多言語対応を行う時期については、禁止・注意を促す内容について
は速やかに また 名称･案内・誘導･位置を示す内容や 展示物等

８．利便性や満足度の向上につながる重要な視点

○多言語表記の推進のみをもって足りるとするのではなく、現場の職
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は速やかに、また、名称･案内・誘導･位置を示す内容や、展示物等
の理解のために文章で解説を行うものについては、できる限り早期
に、多言語対応等の措置を講ずることが望ましい。

○多言語表記の推進のみをも て足りるとするのではなく、現場の職
員一人一人が多言語対応の意義を十分認識し、自己の意識を高め
ることで、真の「おもてなし」ができるよう、多言語対応教育の実施と
意識の浸透が重要。






















